
             

 

平成 25年 7月 26日  

報道機関各位   

                           

ソフトウェア情報学部 村山優子教授の「情報処理国際連合（IFIP）」の 

「セキュリティとプライバシー保護委員会 (TC11)」委員長への就任のお知らせ 

 

  本学ソフトウェア情報学部の村山優子教授が、「情報処理国際連合（IFIP）」における「セキュ

リティとプライバシー保護委員会(TC11）」内の選挙（7 月 7 日(日)実施）の結果、委員長に選出

され、就任しましたのでお知らせします。 

  IFIP は 1960 年 4月に国連ユネスコの提案で組織されたもので、情報処理の学会団体としては

世界的に権威あるものであり、日本国内では日本情報処理学会が加入しています。その中でも、

TC11 は近年の情報セキュリティ等への世界的な要請の高まりから委員会内のワーキンググルー

プの数が増えるなど活動がより活発化している委員会です。 

  今回の村山教授の就任は、IFIP で初の日本人女性の TC（Technical Committees）委員長とな

ります。 

   

記 

 

1．IFIP(International Federation for Information Processing)について 

1960年 4月、国連ユネスコの提案で組織された情報処理国際連合で、情報処理技術の促進と開

発途上国の支援を国際的に推進することを目的としている。 

56か国が参加しており、3500人を超える産学からの技術者が 13の TC（Technical Committees）

や 100以上の WG（Working Group）を中心に活動している。 

・IFIPの HP（英文）: http://www.ifip.org/  

  ・日本情報処理学会 HP内の IFIPページ（日本語）：http://www.ipsj.or.jp/annai/committee/ifip/index.html  

 

2．TC11（Security and Privacy Protection in Information Processing Systems：情報処理シス

テムにおけるセキュリティとプライバシー保護）について 

情報セキュリティマネージメント、ネットワーク・分散システムセキュリティや信頼性マネー

ジメントなど 13 の WG で構成される TC で、クラウドコンピューティングなど情報セキュリティ

やプライバシー保護が国際的な課題になる中、中心的な役割を果たす TCである。 

 

 

 

 ＜本件に関するお問い合わせ先＞  岩手県立大学 ソフトウェア情報学部 教授 村山優子 

電話 019-694-2548 
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